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は C め に 


近 縁 な 二 種 , ウス バシ ロ チ ョ ッ ウ (Parnassius glacialis BUTLER) と ヒメ ウス バシ ロ チ ョ ッ リッ (PP. hoener 
SCHWEITZER) は , 卵 か ら 成 虫 ま で の 全て の ステ ー ジ に お いて 形態 に 明確 な 差 が 認め られ , また 食 草 な ど の 
生態 や 発生 期 た も 微妙 な 違い が ある こと が 知ら れ て いる , 北海 道内 の 分 布 は , 主 な 食 草 が 前 者 は ムラ サキ 
ケ マ ン , 後者 は ヒエ ゾ エ ン ゴ サ ク で ある た め , 多く の 地域 で は どちら か 一 種 の み が 生 息 し て お り 両 種 は 基本 
的 に は すみ わけ て いる . 

両 種 の 関係 に つい て の 報告 は , 外 崎 (1960) や 小野 (1978) の 分 布 境界 線 に 関す る 地 史 的 考察 な ど 分 布 に 関 
する も の が 多い , また 神田 ら (1982) は 北海 道 西部 地域 に お ける 両 種 の 詳細 な 分 布 図 を まとめ , 矢崎 (1985) 
は 両 種 と タイ リク ウス バシ ロ チ ョ ウッ (P. stubbendorfii MENETRIES) の 交尾 器 を 検討 し , 三種 の 世界 的 な 分 
布 に つい て の 考察 を 行なっ て いる . 

LOL, 両 種 の 関係 を さら に 総合 的 に 検討 する に は , 分 布 ま た は 交尾 器 な と 外部 形態 か ら の み で な く , 
交雑 実験 や 幼生 期 を 含む 生態 観察 を 行なう こと と が 望ま し い . そこ で 筆者 ら は , 両 種 の 種 問 交雑 実験 と 混 棲 
地 に お ける 雑種 個体 の 調査 を 行ない , 両 種 の 関係 を さら に 明らか に する こと を 試み た 

その 結果 , 両 種 の 関係 に つい て 種々 の 重要 な 知見 を 得 た の で こと こ に 報告 する . 





交雑 実験 と 混 棲 地 に お ける 雑種 調査 の 方 法 


交雑 に 用 いた 個体 は , 夕張 市 富野 (と ヒ と メ ウス バシ ロ ョ チョウ 単 棲 地 ) 産 と 江 別 市 野幌 て (ウスバ シロチョウ ツウ 単 
BEL, の は 成虫 を 野外 で 採集 し , 年 は 幼虫 か ら 飼育 羽化 させ た も の を 用 いた . 交配 は ハン ド ペ アリ 
ング 法 を 用 い , 1985 年 6 月 に 行なっ た . F, の 飼育 は , 終 齢 中 期 まで 札幌 市 壮 ヶ 丘 の 自宅 屋外 で , 以後 室内 
で 行なっ た . 食 草 は , 全 幼 虫 期間 鉢植 え を の エゾ ェ ン ゴ サ ク を 与え た . | 

混 棲 地 で の 雑種 調査 は , 筆者 ら が (1) -(4) の 4 箇所 で , 津久井 不二雄 氏 が (5) -(8) の 4 箇所 で 行なっ た A 
1 ). 調査 地 の 両 種 の 生息 状況 を 付記 する . 

(1) 胆振 支庁 厚真 町 宇 隆 奥 一 一 標高 60- 100 m, 丘 陸地 . エゾ エン ゴブ サク, ムラ サキ ケ マ ン の 両 食 草 と 
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$ 分 布 . カラ マツ 若 令 造林 地 . ヒメ ウス バシ ロ チ ョ ウッ の 比率 が 高く , 個体 数 は や や 多い . 

(2) 同 穂 列 町 栄一 一 標高 80-100 m, 丘陵 地 . 両 食 草 分 布 . カラ マッ 若 令 造 林地 , 林道 沿い 空き 地 . 
ここ で は , 図示 し た よう に A, B, C の 3 地点 で 調査 し た . A は ヒメ ウス バシ ロ チ ョ ッ ウッ の 比率 が や や 高く , 
個体 数 は 極め て 多い 、 B は ウス バン シロチョウ の 比率 が 高い が 個体 数 は 少な い .、C は ウス バシ ロ チ ョ ッ の 比 
率 が 高く 個体 数 は や や 多い 、, 

3) 日 高 支庁 門別 町 正和 —— 標高 80 m, 丘陵 地 . 食 草 不 明 . 道路 沿い 空き 地 . 個体 数 は や や 少な い . 

4) 石狩 支庁 浜益 村 実 田 (1) 一 一 標高 20- 80 m, 丘 陸地, エゾ エ ン ゴ サク タ 分 布 , ムラ サキ ケッ マン は 不明 . 

ウス バシ ロ チ ョ ウ の 比率 が 高い が 個体 数 は 少な い . 

5) 胆振 支庁 厚真 町 宇 隆 ケ イナ イ 沢 一 一 標高 90- 100 m, LEH., エゾ エン ゴ サ ク 分 布 」, スラ サキ ケー 

不明 . カラ マツ 人 造林 地 , 林道 沿い 空き 地 . ヒメ ウス バシ ロ チ ョ ウッ の 比率 が 高く 個体 数 は 多い . 

6) 同 穂 別 町 栄 ニーー 標高 60 m, 丘陵 地 . 食 草 不明 . RAO, ヒメ ウス バシ ロ チ ョ ッ の 比率 が 高く 

個体 数 は 多い . 

7) A 穂 別 町 安住 平安 林道 一 一 標高 100 - 120 m, 丘陵 地 . 食 草 不明 . 林道 沿い 。 ウスバ シロチョウ 

の 比率 が 高い が 個体 数 は 少な い . 

8) 石狩 支庁 浜益 村 実 田 ) 一 一 (4) と 同じ , 採集 年 が 異な る . 

この 他 に 断片 的 で は ある が , 穂 別 町 栄 の 1985 年 以前 の 採集 個体 な どの 再 吟味 も 行なっ た . 採集 方 法 は 。 

飛 交 中 の 種 の 判定 は 難し い の で どの 地域 に お いて も ラン ダム に た 採集 し た . な お , 混 棲 地 に お ける 個体 と 比 

較 す る た め , ウス バシ ョ チョ ッ ウ 単 棲 地 の 江別 市 野幌 , TRE, 早来 町 湯 の 沢 , ヒメ ウス バシ チョウ 

単 棲 地 の 当別 町 材木 沢 , 札幌 市 定山渓 な どの 個体 も 並行 し て 採集 し , 生き た 個体 間 で 比較 を 行なっ た . 
以上 の 成虫 調査 の 他 に 一 部 混 棲 地 で 幼虫 調査 も 行ない , 単 棲 地 の 各種 幼虫 と 比較 検討 し た . 
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結 果 
1 . 交雑 結果 
交雑 は 2 組 行なっ た が , 容易 に 変 尾 し 交尾 後 合計 74 卵 を 得 た . この うち 35 卵 を 飼育 に 供し た . な お こ 
れ と は 別に 秋 に 3 卵 を 割っ て 幼虫 の 生存 を 調べ た と ころ , いずれ も 鋳 内 に 1 齢 幼虫 が 形成 され 生存 し て い 
る こと を 確認 し た . 


BHAA 2~9 Aix 31 NAHE Li, RALO 4 卵 を 割っ て みた と ころ , 幼虫 が 形成 され て いた が 死亡 
し て いた 。 幼虫 の 成長 は よく そろ っ て お りほ と ん ど 一 斉 に 眠 起 し た , 経過 は , 





1 眠 起 不明 , 2 HRC 4 月 15 
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図 2 - 7. F, 終 令 幼 (1986 May 9) : 3. 終 令 幼 虫 の 比較 (1986 May 11). Eb? A 
バン シロ チョ ウ , F,, 


F, ヒメ ウス ババ シロチョウ, ヒメ ウス バシ ロ チ ョ ウ , 自然 雑種 , 
4. OLR CRIM). 左 か ら ウ スバ シロ チョ ウ , F, ヒメ ウス ババ シロチョウ , 自然 雑種 ; 
5. MOLBOGFE), 左 か ら ウ スバ シロ チョ ウ , F, ヒメ ウス バシ ロ チ ョ ウ , 自然 雑種 
6 、F 成 虫 . 上段 の , FRE: 7. 成虫 ず の 比較 (側面 ) 左 か ら ウ スバ シロ チョ ウ , Fi, 
自然 雑種 (飼育 羽化 ). 
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表 1. 終 令 幼虫 の 比較 . 
種 E ヒメ ウス バシ ロ チ ョ ウ |1F」( ヒ メ ウ スベ ショ | 自然 雑種 個体 
産地 江別 市 野幌 札幌 市 定山渓 チョ ウ み の メ ウス バン | 穂 別 町 栄 
千歳 市 駒 里 ata Dy?) 


FRECA IA 
字 紋 





ーー べべ 


な し , ある い は 節 間 
の 1 ノ 3 以下 で 細く 


d 





太く 黒く 明瞭 , 節 問 
の 3 4 以上 で 次 節 


両 種 の 中 間 で , 細く 
BARE, 節 間 の 1/ 2 





両 種 の 中 間 で , F」 よ 
り 細く 薄く , 節 間 の 




































































































































































不明 瞭 , BRA OR) | まで 達する 個体 も ああ | ~ 3 グズ グ 4. BAAR! 3/4, HAERE 
どり な し . る . HEREDE £ ihe. り は 細く 薄い . 
著 . 
胴 部 の 地 色 | EEEE, 体毛 基部 ReaD bee, 体 | 濃 褐色 . 体毛 基部 は | Bee. 体毛 基部 は 
は や や 淡い が 目立た | 毛 基部 は 淡く 目 立 | 淡く 目立つ . 淡く 目立つ . 
な い . eA 
頭 部 の 色 黒色 淡 褐 色 一 褐色 黒色 黒色 
亜 背 線 の 白 条 | 白色 で 後半 部 朱色 黄 白 色 で 後半 部 は 汚 | 淡 黄 白色 で 後半 部 は ! 淡 黄 白色 で 後半 部 は 
れ た 肌色 RR RRE 
EERAROA | 節 間 の 1 / 2 程度 で | 大 きく 体 節 後半 部 ま | 中 間 的 大 き さ で , 小 | 中 間 的 大 き さ で , 小 
A fill O Bike 次 種 に 比べ 小さ い . | で 広がる . さら に 小 | 黒 紋 も 小さ い . 黒 紋 も 小さ い . 
黒 紋 が 後半 部 に あ 
る . 
臭 角 の 色 黄 だ いだい 色 黄色 中 間 色 黄 だ いだい 色 
表 2. WoE. 
竹 ウス パン シロ チョ ウッ ヒメ ウス バシ ロ チ ョ ウ F,( ヒ スウ ゥ スバ ペン ショ | 自然 雑種 個体 
産地 江別 市 野幌 札幌 定山渓 チョ ウ ヴ の メ ウス ベン 穂 別 町 栄 
千歳 市 駒 里 ロ チ ョ ウッ ウ や ヤ ) 
i © 淡 黄 白色 一 黄 白 色 Hf&~oO< BORE | 中 間 的 色彩 ・ や や 変 | 黄色 
白色 異 が ある . 
腹部 の 色 | 黒褐色 で 白粉 が ある | 明 赤 褐色 で 白粉 が な | 褐色 で 光沢 な し 。 気 | 褐色 で 翌 い 光 沢 あり 
た め 光 沢 な し . 気 門 | いた め 光 沢 あり . 気 | 門 は 濃 褐色 で や や 不 | 気 門 は 濃 褐色 で 明瞭 
は 黒色 で 明瞭 . 門 は 地 色 と 同色 で 目 | WR, 白粉 少し あり . | 白粉 少し あり . 
立た な い . 
AROE 黒色 , 不透明 で 腹部 | 赤褐色 , 透明 で 腹部 | 濃 褐 色 , 半 透 明 で 腹 | 濃 褐 色 , 半 透 明 で 腹 
より 濃い . LORY, 部 より 濃い . 部 より や や や 濃い. F, 
より 淡い . 
背 線 に 沿う 八 | な し 顕著 な し な し 
字 紋 
ESE | 淡 黒 褐色 , 不明 瞭 ZABE, 明瞭 ZEE, COKER | 淡 褐色 , CORRE 
F」 よ り Wi, 
AERO D | 弱い 強い 中 間 中 間 
ど ば り 
ー ミ ーー し 
日 , 3 眠 起 4 月 30 日 , 4 眠 起 5 月 5 日 , BLS ALLA, HLS ARIS 日 で あっ た . 羽化 は , 572983 
SS, 30823342V, 31H1 39599, 6 月 1 日 1 2 日 1 や , 5 日 1 の 合計 6 みみ 12 で 





で あっ た ., 成長 は 極め て 順調 で あっ た が , 
期 に 自然 死 し た の は 4 頭 で , 種 問 雑種 に よく 起こ る 脱皮 異常 は 全く みみ られ な か っ た . 








3 齢 幼虫 8 頭 と 終 齢 幼虫 1 頭 が 事故 死 し た . 


し た が っ て , 幼虫 


F」 の 形態 は , 図 2 - 7 及び 表 1 - 4 に 示す よう に どの ステ ー ジ に お いて も 両親 の 中 間 の 形態 で , 三 者 は 
明確 に 区 別 す る こと が で きる . KEL, F」 は 必ず し ゃ 中 間 的 形態 を と る だ け で な く , 成虫 は 前 甚 長 が 
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表 3. 成虫 る の 比較 . 
種 ウス バン ロ チ ョ ウ ヒメ ウス バン シロ チョ ウ | Fi (ヒメ ウス バン ショ | 自然 雑種 個体 
産地 江別 市 野幌 当別 町 材木 沢 チョ ウ の メメ ウス ベン シン 厚真 町 字 隆 
千歳 市 駒 里 札幌 市 定山渓 Ba YD) 穂 別 町 栄 
早来 町 湯 の 沢 門別 町 正和 
浜益 村 実 田 
後 期 裏面 の 毛 | 期 脈 部 分 は 黒毛 . そ | 次 脈 部 分 は 黒毛 . そ | 麹 脈 部 分 は 黒毛 . そ | 左 に 同じ 
の は ほか は 黄 毛 で 稀 に | の ほか は 白 毛 で 黒毛 | の ほか は 黄 白 色 で 貴 
黒毛 を 散 生 する 個体 | を まじ える . に 黒毛 を まじ える. 
も ある . 
E, 胸部 の 毛 | RRA 白色 BAe 黄 白 色 だ が 濃淡 が あ 
る . 
a | 2) 
腹部 側面 の 毛 | 濃 黄 色 毛 を 密生 し , | 白 毛 を 密生 , 気 門 付 | 黄 白 色 毛 を 散 生 , 気 | 黄色 一 黄 白 色 毛 を 密 
気 門 付近 は 黄色 鱗 毛 | 近 に 鱗 毛 な し . 門 付近 に 鱗 毛 な し . | 生か ら 散 生ま で 個体 
を 密生 . 差 あ り , 気 門 付近 に 
鱗 毛 の 僅か に ある 個 
体 か ら 全 く な いも の 
まで ある . 
表 4. MOOSE, 
種 ウス ババ シロチョウ | ヒメ ウス バシ ロ チ ョ ウ | 下 」( ヒ メ ウ スバ ショ | 自然 雑種 個体 
産地 江別 市 野幌 札幌 市 定山渓 チョ ウ の メ ウ スベ バシ 穂 別 町 栄 
千歳 市 駒 里 nF aS) 
胸部 の 毛 REE 淡 黄色 両 種 の 中 間 両 種 の 中 間 








図 8. 


ず 交 尾 器 の 比較 . 
左 か ら ヒ メ ウ スバ シロ チョ ウ , Fi, 


ウス バシン シロチョウ. 


37.20 mm(35 - 40 mm) で 両親 より 大 型 で あり , また 後 期 内 角 の 黒毛 が 発達 する な ど 全 般 に 両親 より 北 の 
黒 化 が 著しい . な お Fi 成虫 税 で は 区 別 が や や 難し い . 
変 尾 器 に つい て も 同様 で F, は 中 間 的 形態 を 示し た . 図 8 は 両 種 及び F」 の @ 交 尾 器 の tegumen 上 部 , 
uncus, brachium CHS, 両 種 間 で 大 きく 異な る の は uncus T, ウス バシ ロ チ ョ ウ に は 背面 に 大 き な 突 超 


が あり , また unus 全体 の 長 さ も る ヒメ ウス バシ チョ ウ よ り 短 い . 一 方 , Fi の それ は , F 


の 突起 が 明 ら 
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表 5. 混 棲 地 に お ける ウス ババ シロチョウ , ヒメ ウス バシ ロ チ ョ ウッ ウ , 自然 雑種 の 成虫 の 
の 採集 個体 数 . 
C ) 内 は % 
ウス ババ シロチョウ | ヒメ ウス バシ ロ チ ョ ウッ | 自然 雑種 個体 | 採集 年 月 日 
(1) 厚真 町 宇 隆 0 3 | 1 1986 Jun. 7 
(2) 穂 別 町 栄 A 56 (30.9) 87 (48.1) 38 (21.0) 1986 Jun. 7, 14, 22 
ーー 
同 B 3 1 0 1986 Jun. 14 
同 C 49 (77.8) 8 (12.7) 6 〈 9.5) 1986 Jun. 7, 14, 22 
ad ーーーーーーーーー | 
(3) 門別 町 正和 5 (55.6) 2 (22.2) 2 (22.2) 1986 Jun. 29 
(4) 浜益 村 実 田 (I) 30 (90.9) 1 (3.0) 2 (6.1) 1983 May. 21, 29 
(5) 厚真 町 宇 隆 ヶ 4 ( 4.1) 88 (89.8) 6 (6.1) 1986 Jun. 15, 21 
AFAR 
| ーー _ 
(6) 穂 別 町 栄二 Lt 4 ( 6.9) 49 (84.5) 5 (8.6) 1986 Jun. 23 
(7) 同 安住 平安 9 (90.0) 0 (0.0) 1 (10.0) 1986 Jun. 23 
林道 
(8) ANS wd) 15 (93.8) 0 < 0.0) 1 ( 6.3) 1986 Jun. 22 









































表 6. 穂 別 町 栄 に お ける 成虫 の 採集 個体 数 の 変化 . 
E 地 | 月 日 ER a URAY La 自然 雑種 個体 | 
TE 0 1 2 
IP 5 33 20 
Jna 51 53 | 16 
Jun. 7 4 0 1 
ns Jun. 14 14 3 | 
Jun. 22 31 5 2 | 








か に 認め られ る が , ウス バン ショ チョ ッ ウッ と 比べ 小さ くそ れ ほ ど 突 出し な い , uncus の 長 さ も 中 間 で ある , また 
brachium に つい て は , ウス バシ ロロ チ ョ ウ で は 直線 状 で uncus 先端 より 長く , ヒメ ウス バシ ロ チ ョ ウッ で は 背 
方 に や や わん 曲 し uncus と 同じ 長 さ と な っ て いる . これ に 対し , F」 で は 明らか に 中 間 的 で 両親 の 特徴 を あ 


わせ 持っ て いる . 


な お 現在 , F。 と 戻し 交配 の 実験 を 続行 中 で ある が , F, や は 産卵 数 が 極め て 少な く 一 頭 当たり 0 - 7 卵 で 
ある . これ は 両親 が 一 頭 当 た り 40-60 卵 以上 産む の と 大 差 が あり , F」 光 は 生殖 能力 が 劣る 可能 性 が ある . 


2. 混 棲 地 に お ける 雑種 個体 の 調査 結果 


KI, 6 に ウス バシ ロ チ ョ ウ , ヒ メ ウ スバ シロ チョ ウ , F」 と よく 似 た 中 間 的 個体 ( 表 で は 自然 雑種 と し た . 
後述 ) の 採集 頭数 と その 比率 を 示す . 採集 個体 の 中 に は , ウス バシ ロ チ ョ ウ に や や 近い 個体 か ら ヒ メ ウ スベ 
ン ロ チ ョ ウ に や や 近い 個体 まで あっ た が , 疑わ し い 個体 は を それぞれ いずれ か の 種 と し て 扱い , 自然 雑種 個 
体 と し た も の は 表 3 に 示し た よう に 体毛 と 期 毛 が 中 間 的 形態 を 明確 に 持つ も の だ け に 限定 し た . 

表 に 示し た よう に , 調査 し た ほとん と 全て の 混 棲 地 で 中 間 的 個体 が 6 -22% と い 2 う 高い 比率 で 採集 され 
た . (2)B で は 中 間 的 個体 が 得 ら れ な か っ た が , これ は 採集 個体 数 が 非常 に 少な か っ た た め と 考え られ る . 

中 間 的 個体 の 特徴 は , 図 9, 10 に 示し た よう に 同一 産地 で 同一 採集 年 の 場合 , 全般 に 両 種 よ り 大 型 で あ 
る . 多数 の 個体 を 採集 で きた (2)A で は , ず の 前 次 長 の 平均 が ウス バシ ロ チ ョ ッ 36.07 mm(35- 39 mm), 
ヒメ ウス ババ シロチョウ 35.52 mm(34 - 37 mm) で ある の に 対し て , 中 間 的 個体 は 37.32 mm (35 - 41 mm) 
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図 9 -10, 穂 別 町 栄 A で 採集 され た 成虫 ず の 比較 . a, 上 段 ヒ と メ ウ スバ シロ チョ ウ , FRY 
スバ シロ チョ ウッ : b, 自然 雑種 : c. 自然 雑種 : 10. 穂 別 町 栄 A で 採集 され た 成虫 ず の 
比較 (側面 ) 左 か ら ヒ メ ウ スバ シロ チョ ウ , ウス ババ シロチョウ, 自然 雑種 . 


で あっ た . (以上 , 三 者 間 に 1 % 水 準 で 有意 差 あ り ). その 他 の 特徴 は , 前 後 閉 の 色 が ウス バン シロチョウ で 
は 黄 白 色 半 透明 , ヒス メス ウスバ シロ チョ ウ で は 白色 半 透 明 で ある の に 対し , 中 間 的 個体 で は 黒色 部 が 多く , 
特に 後期 内 角 の 黒毛 は 発達 し , また 前 贅 基 部 や 外縁 部 が 黒く 透明 で ある な ど , 全般 に 両 種 より 黒 化 する . 
また 図 で は 示さ な か っ た が , 中 間 的 個体 の 雄 交尾 器 は , F, の それ と 完全 に 一 致し て お り 判 別 が つか な い . 

な お 断片 的 に 調べ た 結果 で は , (2) な ど で 中 間 的 個体 が 1985 年 以前 も か な り 多 く 採 集 さ きれ て いる と と が わ 
か っ た. 

は, 判別 が 難し く 採 集 個体 数 ( 混 棲 地 で 得 た 個体 数 は 三 者 合わ せ て 8 頭 ) も 少な い の で 詳細 は 省く が , 
中 間 的 個体 は これ まで に (2)B で 6 月 14 日 に 1 頭 ( 既 交 尾 , 極め て 新鮮 ) を 採集 し た の み で ある . や は りこ 
の 個体 も 大 型 で あっ た . COPSMBEMSVKL OA, F, 同 様 産卵 数 が 少な くわ ず か 11 卵 に と ど ま っ た . 

混 棲 地 に お ける 幼虫 採集 で は , (2)A で 1986 年 5 月 10 日 に 中 間 的 形態 を 示す 終 齢 幼虫 1 頭 が 得 ら れ , こ 
の 幼虫 は 以後 5 月 13 BURL, 5 月 31 日 ず が 羽化 し た ( 図 3, 4, 5, 7, 表 1, 2 の 自然 雑種 と し て 示し 
た 個体 )、 幼虫 は 採集 時 エゾ エン ゴ サ ク を 食べ て いた が , 飼育 中 は エゾ エン ゴ サ ク , ムラ サキ ケ マ ン と も よ 
く 食べ た . この 成虫 は F」 お よび 混 棲 地 で 採集 し た 自然 雑種 成虫 と 酷似 し て いた . 


tt 


考 


1, BARE 

ヒメ ウス ババ シロチョウ の ※ メ ウス バシ ロ チ ョ ウ 科 の 組み 合わ せ に よる 両 種 の 種 問 交 雑 は 人 工 的 に は 極め て 
容易 で あり , し か も F, の 成長 は 順調 で 各 ス テー ジ と も 中 間 的 形態 を 示す こと が 確認 で きた . 

混 棲 地 で 採集 され た 中 間 的 個体 は , 交尾 器 も 含め た 成虫 の 外部 形態 や 幼虫 の 外部 形態 が F」 と 酷似 する こ 
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と , 単 棲 地 で は この よう な 幼虫 や 成虫 が 得 ら れ な いこ と な どか ら , ウ スバ シロ チョ ウ と ヒメ ウス バシ ョ ロ チ ョ 
ウ の 自然 雑種 と 判断 され る . た だ し , 自然 雑種 個体 は 腹部 の 毛 の 色彩 に 変異 が あり , ウス バシ ロ チ ョ ウッ の 
よう に 多数 の 黄色 毛 ( ウ スバ シロ チョ ウ よ り 淡 い 黄色 ) が あり 気 門 周 用 まで まばら に 黄色 鱗 毛 が 存在 し た 個 
体 か ら , 淡 黄 色 の 毛 が ま ば ら に は えて いる 程度 の 個体 まで ある . これ ら が , 単に 自然 雑種 の 個体 変異 ま 
た は 両 種 の ず 時 逆 の 組み 合わ ちせ に よる も の か どう ら か は 明らか で な い が , 雑種 第 2 代 以 降 の 個体 , ある い は 
遺伝 質 浸透 し た 個体 も 含ま れ て いる 可能 性 が 考え を られる. 

2. 個体 数 比率 
混 棲 地 で は どこ で も 高い 比率 で 自然 雑種 が 見 られ る こと か ら , 野外 に お いて も 極め て 容易 に 種 間 交雑 が 
起き て いる も の と 判断 され る . 両 種 が 別種 で ある に も か か わら ず , と の 混 棲 地 で も 頻繁 に 種 問 雑種 が 形成 
され て いる こと は , 鱗 次 目 を 含め て 昆虫 類 で は 極め て 珍し い 現 象 で ある . これ と や や 似 た 現象 は , KIRITANI 
ら (1963) の 近 縁 な カメ ムン 2 種 の 関係 に つい て の 報告 が か あり , この 2 種 は 種 間 交尾 を 高 頻度 で 行う (た だ し 
種 間 雑 種 は 発生 し な い ) た め 劣 勢 と な っ た 種 は 自滅 する と 考察 し て いる . 

三 者 の 個体 数 比率 は 混 棲 地 間 に 共 通 な 特徴 が 見 られ た . 一 つ は , 両 種 が 同 比率 の 地域 は 少な いこ と で , 
(2⑫A を 除い て どちら か の 種 の 比率 が 高い . も う 一 つ は , 雑種 は 少な い 比率 の 種 と ほぼ 同じ 比率 で 採集 され 
る こと と で ある . 例外 的 な (2)A は , 伐採 造林 後 5 年 程度 で あり 大 規模 に 混 棲 し た の は 比較 的 最近 と み ら れ る . 
これ ら の 点 か ら 推 定 す る と , 両 種 の よう に 生殖 的 隔離 が 少な く か つ F, の 成育 に 支障 が 少な い 場 合 , F」 の ど 
ちら か の 性 の 生 将 能力 が 弱い と 仮定 する と (前 述 の よう に F, 鐘 の 生 将 能力 は 弱い 可能 性 が ある ), 混 棲 地 で 
は 戻し 交配 が 何 代 も 続く わけ で , 個体 数 の 比率 の 少な い 方 の 種 は その 比率 を 急速 に 減少 させ て いく と 考え 
られ る . どちら か の 種 が 0 に な ら な い 原 因 は , 混 棲 地 と いっ て も 閉鎖 され て いる わけ で は な く , 常に 周囲 
か ら 個 体 の 補充 が ある た め と 考え られ る . た だ し , 自然 雑種 と 少な い 方 の 種 の 個体 数 が 同じ 比率 に な る 原 
因 は 不明 で ある . 

3. 発生 期 

発生 期 に つい て は , QA, C で 3 回 の 調査 を 行なっ た の で , その 概要 を 把握 で きた ( 表 6). A で は 雑種 
が 最も 早く , 次 いで や や 遅れ て ヒメ ウス バシ ロ チ ョ ウ , 最後 に ウス バシ ロ チ ョ ウ で , 雑種 と ウス バシ ロ チ ョ 
ウゥ と は 約 1 週間 くらい の ずれ が 認め られ た . 超 部 の 破損 状態 も それ を 反映 し て お り , 6 月 14 日 に は 雑種 個 
体 の 50% が 次 部 破損 し た も の と な り , ヒメ ウス バシ ロ チ ョ ウッ の 279%, ウス バシ ロ チ ョ ウッ ウ の 40% と 差 が 認め 
られ た だ た. さら に , 同月 22 日 に は か な り 破 損 が め だ っ た . 一 方 ,.C じ で は ヒメ ウス バシ ロ チ ョ ウ の 比率 が 低く , 
1 回 の 採集 個体 数 も 少な い の で 明確 な こと は 言え な い が , 成虫 の 次 部 の 破損 状態 か ら 同 様 な こと が 考え ら 
れ た . また (3) で は 発生 末期 で あっ た こと も 関係 し て , 採集 で きた 個体 は これ だ け で あっ た が , や は り 雑 種 
の 破損 が 最も 著しかっ た . この よう に 雑種 の 発生 期 が 両親 より 早まる こと は , 先 に 述べ た よう に 雑種 は 両 
親 よ り 大 型 で 黒 化 する こと と 共に , 雑種 強勢 に よる も の と 考え られ る . 

4, 混 棲 地 の 特徴 と 雑種 発生 の 原因 

両 種 の 分 布 と 食 草 の 関係 に つい て みる と , 道央 で は ウス ババ シロチョウ が 平地 に , ヒメ ウス バシ ロ チ ョ ウ 
が 山間 地 に み ら れ る が , この 原因 は 前 種 の 食 草 ムラ サキ ケ マ ン が 多少 と も 陰湿 な 低地 に 分 布 す る の に 対し , 
後 種 の 食 草 エゾ エン ゴ サ ク は 塊茎 が 地下 10 cm 程度 に ある た め 過 混 に 弱く , 水はけ の よい 傾斜 地 に 多く 分 
布 す る た め と 考え られ る. REL, ウス バシ ロ チ ョ ウ は エゾ エン ゴ サ ク を 食 草 と し て いる 場合 が ある . I 
別 市 野 骨 で は エゾ エン ゴ サ ク を 食 草 と し て いる が , ここ で も 一 部 ムラ サキ ケ マ ン が 分 布 し て お り 二 次 的 に 
エゾ エン ゴ サ ク を 食べ る よう に な っ た と 推定 され る . 神田 ら (1982) が エゾ エン ゴ サ ク で 生育 する ウス バシ 
ロ チ ョ ウッ は 個体 数 が 不安 定 で ある と 指摘 し た よう に , この 地域 も また 年 に よる 個体 数 の 変動 が 大 きい . 特 
に 終 齢 期 の 5 月 中 , 下旬 に 冷涼 な 期間 が 続く と , 成虫 告 が 著しく 小さ く な る よう で ある . この 原因 は , = 
ゾ エ ン ゴ サ ク が ほぼ 5 月 いっ ぱい で 枯れ て し まい (ムラ サキ ケ マ ン は 6 月 中 旬 ま で 枯れ な い ), ヒメ ウス バ 
シロ チョ ウ よ り 成 長 が 遅い ウス バン シロ チョ ウ は 幼虫 の 成長 が 追い つか な いた め と 考え られ る . 

これ ら の こと こと か ら , ウス バシ ロ チ ョ ウ は ムラ サキ ケ マ ン の 生活 環 に , ヒメ ウス バシ ロ チ ョ ウ は エゾ エン 
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ゴ サ ク の 生活 環 に それ ぞ れ よく 適応 し て いる も の と 考え ん られる. Ek, 北海 道 西部 地域 に お ける ムラ サキ 
ケ マ ン の 分 布 は 石狩 支庁 を 北限 と し て お り , ウス バシ ロ チ ョ ウッ の 分 布 と ほぼ 一 致す る . し た が っ て , ウス 
バン シロ チョ ウ の 本 来 の 食 草 は や は り ム ラサ キ ケ マ ン で , それ が 分 布 し な い 地 域 で 長期 間 多 く の 個体 数 を 維 
持 す る の は 困難 な よう で ある . 

混 棲 地 の 特徴 は いずれ も ほぼ 100 m 以 下 の 低 標高 地 で ある こと で , エゾ エン ゴ サ ク が 多く ヒメ ウス ズ ベ シ 
ロ チ ョ ウ が 多い 低 山 と , ム ラサ キ ケ マ ン が 多く ウス ババ シロチョウ が 多い 沖積 平野 が 樹 枝 状 に 錯 し て いる . 
原生 林 に 覆 わ れ て いた 百年 程 前 で は , 両 種 と も 個体 数 が 現在 より 少な く 混 棲 も わずか で あっ た と 考え られ 
る . と ころ が , それ 以後 は 開拓 と 伐採 が 進み 造林 地 や 空き 地 か が 増え , 両 食 草 が 複雑 に 分 布 す る よう に な り , 
両 種 と も 個体 数 を 増し 大 規模 に 混 棲 する よう に な っ た と 推定 され る . 典型 的 な 例 が (2)A で , ここ で は 大 規 
模 な カラ マツ 造林 が 行なわ れ , 現在 若 令 造林 地 斜面 と 河川 堆積 平坦 地 人 に 両 食 草 が 繁茂 し , 多数 の 両 種 が 広 
く 混 棲 し て いる . この よう な 人 為 的 な 影響 が , 広範 囲 に 種 間 雑種 を 形成 させ て いっ た こと の 大 き な 原 因 と 
し て 十分 考え られ る . 過去 に お いて も 両 種 が 接触 し 種 問 雑種 を 形成 し た で あろ うら が, それ ぞ れ の 大 部 分 の 
個体 群 に は 影響 は な か っ た と 考え られ る 。. 
以上 の よう な 人 為 的 影響 に 加え ん て, これ ほど 高い 比率 で 種 間 雑種 が 生じ る よう に な っ た 内 因 は , 両 種 に 
交尾 様式 の 差 が ほとん ど な い こと と, 発生 期 や 生態 が か な り 重 複 す る こと , 交尾 器 の 差 が 小さ く 雑 交 に それ 
ほど 支障 と な ら な いこ と と な ど , 両 種 が 極め て 近い 関係 に ある に も か か わら ず , 生殖 的 隔離 が 不 十 分 で ある 
た め と 考え られ る . 




















要 約 


ウス バン シロ チョ ウ と ヒメ ウス バシ ロ チ ョ ウ の 種 間 関 係 を 明らか に する た め , ハン ド ベ アリ ング 法 に よる 
交雑 実験 と , 混 棲 地 に お ける 自然 雑種 個体 の 調査 を 行なっ た . 

交雑 で 得 ら れ た F, は , 極め て 順調 に 成虫 まで 成育 し , 羽化 し た 成虫 も 外観 上 全く 異常 が 認め られ な か っ 
E. F, 幼 虫 , Wa, 交尾 器 を 含め た 成虫 の 形態 は , ウス バシ ロ チ ョ ウ と ヒメ ウス バシ ロ チ ョ ウ の 中 間 的 で あっ 
だ 。 

北海 道 西部 地域 の 数 ヶ所 の 混 棲 地 を 調査 し た 結果 で は , 外部 形態 が 中 間 的 な 個体 が ほとん どの 場所 で 6 
-22% と いう 高い 比率 で 多数 採集 さき れ た . この 中 間 的 個体 は , F: と 酷似 し て いる こと な どか ら 自 然 雑種 で 
あり , いずれ の 混 棲 地 で も 極め て 容易 に 種 問 交 雑 が 行なわ ち れ て いる と 判断 され た . この よう な 現象 が 起き 
た 原因 は , 外因 と し て 開拓 等 の 人 為 的 影響 , 内 因 と し て 両 種 の 生殖 的 隔離 の 不 十分 性 が 考え られ た . 

末尾 な が ら , 厚真 町 宇 隆 テ ケイ ナイ 沢 , 穂 別 町 栄二 と 安住 , 浜益 村 実 田 ⑪ の 混 棲 地 に お ける 調査 で は , 北 
海道 紫 虫 同好 会 の 津久井 不二雄 氏 に 貴重 な 資料 を 快く 提供 戴 い た . 穂 別 町 栄 の 調査 で は , 同じ く 青 山 慎 
氏 と 藤井 休 氏 に 御 協力 戴 いた . 交尾 器 の 形態 は 伊東 拓也 氏 に 協力 し て 戴 いた . また , 日 本 鱗 超 学会 の 高 
倉 忠 博 , 阿 江 茂 両 氏 に は 数 々 の 貴重 な 御 助言 と 御 教 示 を 戴 い た . 以上 の 方 々 に 深く 感謝 申し 上 げ る . 
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Summary 


In order to study the interspecific relationship between Parnassius glacialis and P. hoenei, the 
authors carried out hybridizing experiments between P. glacialis ¥ and P. hoenei 3 by hand-pairing 
and field surveys in search of natural hybrids in some localities where these species concur together. 

The F, hybrids obtained experimentally developed normally into the adult stage, producing large 
specimens of both sexes. The morphology of the larva, pupa or adult of F,, including that of the 
external genitalia, revealed precisely intermediate features. 

Wild specimens comparable to the F, adults collected in some localities in Western Hokkaido 
accounted for 6 to 22 percent of the total population. These adults are considered to be interspecific 
hybrids because of their similarity to the experimentally raised F, hybrids. A wild last instar larva 
collected in one of these habitats, and its pupal and adult stage were similar to those of the 
experimentally obtained F,. As a result, it is presumed that natural interspecific matings occuring 
frequently in these localities. 
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